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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】作品の額装位置の微妙な調整を可能にし、固定
された作品の額装位置を長期に保持する額装用補助具を
提供する。
【解決手段】額縁Ｆに固定される額縁側部材１と作品Ｐ
に係止される作品側部材２とを備えている。額縁側部材
１は、額縁Ｆの裏面に固定される基片部１１から額縁Ｆ
の内側へ突片部１２が突出されている。作品側部材２は
、作品Ｐの裏面と側面とに係止するＬ字形の係止片２１
に額縁側部材１の突片部１２の突出方向の自由な位置に
締付け固定される締付具２２が取付けられている。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　額縁に固定される額縁側部材と作品に係止される作品側部材とを備え、額縁側部材は額
縁の裏面に固定される基片部から額縁の内側へ突片部が突出され、作品側部材は作品の裏
面と側面とに係止するＬ字形の係止片に額縁側部材の突片部の突出方向の自由な位置に締
付け固定される締付具が取付けられている額装用補助具。
【請求項２】
　請求項１の額装用補助具において、額縁側部材の突片部は突出方向にガイド溝が設けら
れ、作品側部材の締付具は係止片に取付けられて額縁側部材の突片部のガイド溝にスライ
ド可能に挿通されるネジとネジに螺合されるナットとからなることを特徴とする額装用補
助具。
【請求項３】
　請求項１または２の額装用補助具において、作品側部材の係止片は作品への当接面に作
品の傷付き損傷を防止する保護材が貼付けられてことを特徴とする額装用補助具。

【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、絵画等からなる作品を額縁に収容する額装に際して使用する額装用補助具に
係る技術分野に属する。
【背景技術】
【０００２】
　最近、額縁の規格化にともなって、自由な大きさで製作されている古典等の作品や歪み
が生じている作品の額装が困難になってきている。このような規格に合わない作品の額装
では、額縁と作品との間にボール紙，コルク材等の詰物を充填することで、額装位置を調
整して固定することが行われている。然しながら、詰物による作品の額装位置の調整，固
定は、額装作業をかなり面倒にしているという状況がある。このため、作品の額装位置の
調整，固定など額装作業を容易にすることができる額装用補助具の開発が要望されている
。
【０００３】
　従来、額装作業を容易にすることを指向した作品の額装位置の調整，固定のための額装
用補助具としては、例えば、以下に記載のものが知られている。
【特許文献１】特開２００２－１８６５４７号公報　特許文献１には、額縁と裏板との間
に押圧挿入される弾力性を有したくさび形の本体部の両端部に額縁と裏板とにそれぞれ固
定される延設部が設けられた額装用補助具が記載されている。
【０００４】
　特許文献１に係る額装用補助具は、額縁と裏板とにそれぞれ固定された延設部の間にあ
る本体部で額縁と裏板とを弾圧することで、額縁，裏板の異なる間隔に対応して容易に作
品の額装位置を調整，固定できるようにするものである。なお、特許文献１に係る額装用
補助具については、少なくとも額縁の４枠にそれぞれ１個ずつ取付けられることになる。
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００５】
　特許文献１に係る額装用補助具では、裏板（さらにはマット）を介して作品の額装位置
を間接的に固定し、作品の額装位置を複数箇所の本体部の弾圧力のつり合いで調整するた
め、作者等の美観からの要求による作品の額装位置の微妙な調整が困難であるという問題
点がある。また、作品の額装位置の固定がへたりやすい本体部の弾圧力でなされるため、
固定された作品の額装位置を長期に保持することができないという問題点がある。
【０００６】
  本考案は、このような問題点を考慮してなされたもので、作品の額装位置の微妙な調整
が可能で固定された作品の額装位置を長期に保持することのできる額装用補助具を提供す
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ることを課題とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
  前述の課題を解決するため、本考案に係る額装用補助具は、実用新案登録請求の範囲の
各請求項に記載の手段を採用する。
【０００８】
  即ち、請求項１では、額縁に固定される額縁側部材と作品に係止される作品側部材とを
備え、額縁側部材は額縁の裏面に固定される基片部から額縁の内側へ突片部が突出され、
作品側部材は作品の裏面と側面とに係止するＬ字形の係止片に額縁側部材の突片部の突出
方向の自由な位置に締付け固定される締付具が取付けられている。
【０００９】
  この手段では、額縁に額縁側部材を固定し作品側部材に作品を係止させ、額縁側部材の
額縁の内側方向へ突出された突片部の突出方向の自由な位置に作品側部材の締付具を締付
け固定することで、作品の額装位置を直接的に弾圧力をともなわずに締付けで調整，固定
する。
【００１０】
  また、請求項２では、請求項１の額装用補助具において、額縁側部材の突片部は突出方
向にガイド溝が設けられ、作品側部材の締付具は係止片に取付けられて額縁側部材の突片
部のガイド溝にスライド可能に挿通されるネジとネジに螺合されるナットとからなること
を特徴とする。
【００１１】
  この手段では、作品側部材の締付具のナットが螺合されるネジが額縁側部材の突片部の
ガイド溝にスライド可能に挿通されることで、作品側部材の締付具を仮締めしておいて額
縁側部材に対する作品側部材の位置調整を行うことができる。
【００１２】
　また、請求項３では、請求項１または２の額装用補助具において、作品側部材の係止片
は作品への当接面に作品の傷付き損傷を防止する保護材が貼付けられてことを特徴とする
。
【００１３】
　この手段では、作品側部材の係止片に貼付けられた保護材が作品に当接されることで、
作品の傷付き損傷が防止される。
【考案の効果】
【００１４】
　本考案に係る額装用補助具は、額縁に額縁側部材を固定し作品側部材に作品を係止させ
、額縁側部材の額縁の内側方向へ突出された突片部の突出方向の自由な位置に作品側部材
の締付具を締付け固定することで、作品の額装位置を直接的に弾圧力をともなわずに締付
けで調整，固定するため、作品の額装位置の微妙な調整が可能で固定された作品の額装位
置を長期に保持することができる効果がある。
【００１５】
　さらに、請求項２として、作品側部材の締付具のナットが螺合されるネジが額縁側部材
の突片部のガイド溝にスライド可能に挿通されることで、作品側部材の締付具を仮締めし
ておいて額縁側部材に対する作品側部材の位置調整を行うことができるため、作品の額装
位置の微妙な調整が可能となる効果がある。
【００１６】
　さらに、請求項３として、作品側部材の係止片に貼付けられた保護材が作品に当接され
ることで、作品の傷付き損傷が防止されるため、芸術性の高い貴重な作品の額装に好適と
なる効果がある。
【考案を実施するための最良の形態】
【００１７】
　以下、本考案に係る額装用補助具を実施するための最良の形態を図面に基づいて説明す
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る。
【００１８】
　図１～図４は、本考案に係る額装用補助具を実施するための最良の形態の第１例を示す
ものである。
【００１９】
　第１例では、断面がほぼＬ字形の木枠からなる額縁Ｆに木枠Ｐａに画布Ｐｂが張設され
たキャンバスからなる作品Ｐが収容されるものを示してある。
【００２０】
　第１例は、図１，図２に示すように、額縁側部材１，作品側部材２，取付ネジ３で構成
されている。
【００２１】
　額縁側部材１は、錆付きの生じないステンレス等の金属材や合成樹脂材で形成された基
片部１１，突片部１２のほぼＴ字形の板体からなる。基片部１１は、長方形に形成されて
額縁Ｆの裏面に固定されるもので、取付ネジ３が挿通されるネジ孔１３が穿孔されている
。突片部１２は、基片部１１の中央部から直交する長方形に形成されて額縁Ｆの内側へ突
出されるもので、突出方向（長さ方向）にガイド溝１４が設けられている。
【００２２】
　作品側部材２は、額縁側部材１と同様に、錆付きの生じないステンレス等の金属材や合
成樹脂材で形成された係止片２１，締付具２２とからなる。係止片２１は、Ｌ字形に形成
されて作品Ｐの木枠Ｐａの裏面と側面とに当接される（画布Ｐｂが張設された部分では画
布Ｐｂを介して）。締付具２２は、ネジ２２ａ，ナット２２ｂ，バネワッシャ２２ｃから
なるもので、額縁側部材１の突片部１２の突出方向の自由な位置に締付け固定される。締
付具２２のネジ２２ａは、係止片２１の木枠Ｐａの裏面に当接する当接面の反対側の面に
溶接等で取付けられて起立されたもので、径が額縁側部材１のガイド溝１４の幅とほぼ一
致され、額縁側部材１のガイド溝１４にスライド可能に挿通される。締付具２２のナット
２２ｂは、額縁側部材１の突片部１２を係止片２１との間に挟込むようにしてネジ２２ａ
に螺合される。締付具２２のバネワッシャ２２ｃは、額縁側部材１の突片部１２とナット
２２ｂとの間に介装されてナット２２ｂの緩みを防止する。
【００２３】
　取付ネジ３は、錆付きの生じないステンレス等の金属材で形成された食込みタイプのも
のからなる。
【００２４】
　第１例を使用して作品Ｐを額装するには、まず、額縁Ｆに作品Ｐを仮に収容しておく。
【００２５】
　そして、額縁側部材１を額縁Ｆに固定する。即ち、額縁側部材１の突片部１２を内側に
向けて基片部１１を額縁Ｆの裏面に当接させ、取付ネジ３をネジ孔１３に挿通して基片部
１１を額縁Ｆの裏面に締付け固定する。
【００２６】
　次ぎに、作品側部材２の締付具２２のネジ２２ａを額縁側部材１のガイド溝１４に挿通
して、作品側部材２の係止片２１を作品Ｐの木枠Ｐａの裏面，側面に当接させる。
【００２７】
　そして、作品側部材２の締付具２２のネジ２２ａにバネワッシャ２２ｃを嵌合させナッ
ト２２ｂを螺合させ、図３に示すような組付け構造を構成する。このとき、ナット２２ｂ
を完全に締付けない仮締めとしておく。この仮締めは、図４に示すように、作品Ｐの４辺
で少なくとも１箇所ずつの合計４箇所で実施される。
【００２８】
　この後、作品Ｐを上下，左右方向にスライドさせるように位置調整（即ち、図３に示す
額縁Ｆ，作品Ｐの間隔Ｓの調整）してから、作品側部材２の締付具２２のナット２２ｂを
本締めすることになる。
【００２９】
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　この結果、額縁Ｆ，作品Ｐの間に詰物を充填しなくても、作品Ｐの額装位置を調整する
ことができる。特に、特許文献１に係る額装用補助具のような弾圧力のつり合いという偶
然性で調整するものではないため、作品Ｐの額装位置を微妙に調整することが可能である
。また、作品Ｐをスライド操作で位置調整するため、調整作業が面倒になることもない。
【００３０】
　また、作品Ｐの額装が完成した状態では、額縁側部材１を額縁Ｆに固定され、作品Ｐに
係止された作品側部材２が額縁側部材１に締付け固定される。従って、特許文献１に係る
額装用補助具のような、へたり、の生ずる弾圧力を利用していないため、固定された作品
Ｐの額装位置を長期に保持することができる。
【００３１】
　図５は、本考案に係る額装用補助具を実施するための最良の形態の第２例を示すもので
ある。
【００３２】
　第２例では、作品側部材２の係止片２１の作品Ｐの木枠Ｐａの裏面，側面への当接面に
保護材２３が貼付けられている。
【００３３】
　保護材２３としては、紙材，布材，発泡材等が考えられる。
【００３４】
　第２例によると、保護材２３が作品Ｐに当接されることで、作品Ｐの傷付き損傷が防止
されるため、芸術性の高い貴重な作品Ｐの額装に好適となる。
【００３５】
　保護材２３については、乾燥剤，錆防止剤，酸化防止剤等を含浸させておくことも可能
である。
【００３６】
　図６は、本考案に係る額装用補助具を実施するための最良の形態の第３例を示すもので
ある。
【００３７】
　第３例では、作品Ｐの木枠Ｐａの裏面と作品側部材２の係止片２１との間にブロック体
のスペーサ４を介在させてある。
【００３８】
　スペーサ４としては、木材，金属材，合成樹脂材等が考えられる。なお、少しの弾力性
を有する硬質の発泡性樹脂を選択することも可能である。
【００３９】
　第３例によると、厚さＤの異なる作品に対応する汎用性を備えることができる。
【００４０】
　スペーサ４については、保護材２３と同様に、乾燥剤，錆防止剤，酸化防止剤等を含浸
させておくことも可能である。また、製品化に際して、厚さの異なるものを複数個セット
することもできる。
【００４１】
  以上、図示した各例の外に、額縁Ｆが外枠と外枠の内部に嵌合されるライナとからなる
構造を備えたものである場合、額縁側部材１をライナに固定して使用することも可能であ
る。
【００４２】
　さらに、作品Ｐがキャンバス以外の構造であってもある程度の厚さＤを有すれば適用す
ることが可能である。
【００４３】
　さたに、額縁側部材１を額縁Ｆに釘打ち固定することも可能である。
【００４４】
　さらに、作品側部材２の締付具２２をネジ構造以外のもの（例えば、スナップ構造）と
することも可能である。
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【図面の簡単な説明】
【００４５】
【図１】本考案に係る額装用補助具を実施するための最良の形態の第１例の使用状態の斜
視図である。
【図２】図１の取外し分解状態の斜視図である。
【図３】図１の縦断面図である。
【図４】図１の取付箇所を説明する額縁の背面図である。
【図５】本考案に係る額装用補助具を実施するための最良の形態の第２例の断面図である
。
【図６】本考案に係る額装用補助具を実施するための最良の形態の第３例の断面図である
。
【符号の説明】
【００４６】
  １   
　　　　額縁側部材
　１１　　　　　基片部
　１２　　　　　突片部
　１４　　　　　ガイド溝
　２　　　　　　作品側部材
　２１　　　　　係止片
　２２　　　　　締付具
　２２ａ　　　　ネジ
　２２ｂ　　　　ナット
　２３　　　　　保護材
　Ｆ　　　　　　額縁
　Ｐ　　　　　　作品
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